
№：５
加工・業務用向け野菜の取組事例

○ 提供先からは高菜の増産を求

められているが、応えきれていな

い状況があり、面積100ha、高菜
（生）4,500トンが目標である。

○ 農作業の６割を占める収穫作

業等は、高齢化した部会員への

負担が大きく、高菜の切り倒し等

の収穫作業の機械化が必要で

ある。

○ 漬け込み作業は機械化が難しく

全て手作業で行っている。

１，経営体の概要

○ 名 称 JAごとう 高菜部会（３加工施設）

○ 所在地 長崎県五島市籠渕町（本所）

○ 従業員数 臨時職員３名、パート30名

○ 栽培農家数 69戸

○ 栽培作物、作付面積

たかな：66ha（全量加工用）

きゅうり：10ha（全量加工用）

○ 主な契約、提供先 漬物業者（県内外の５社）

２，取組の経緯と特徴

○ 平成３年にＪＡごとうが高菜・きゅうりの一次加工施設を整備

し、福岡県の漬物業者との取引を開始。

○ その後、国産原材料の需要が拡大したことから、作付面積及

び加工施設を増設してきた。

○ ほ場で切り倒した高菜は、ほ場で２日間乾燥させ加工施設に

搬入すれば良いことから、他の作物に比べると出荷調整及び

選別作業の農家負担が少ない。

○ 一次加工を行い付加価値を付けることに加え、嵩が小さく重量

が抑えられることから、離島からの輸送コストを削減できている。

３，今後の目標と課題

<お問い合わせ先>：JAごとう高菜部会（0959ｰ72ｰ6214 JAごとう内）

URL: http://www.ja-goto.or.jp/

切り倒して、ほ場で乾燥中の高菜漬け込み作業（手作業）

搬入した高菜を移動中

本山高菜加工施設

加工施設の内部


